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「まもりやまテラス」で考える参加型ワークショップ開催

　2020 年 9 月 13 日（日）10 時半～12 時まで、
まもりやまテラスにて、（仮称）花見堂複合施設活
用推進ミーティングが開催されました。
　今回（第 2回）と第 4回は、「参加型ワークショッ
プ」と位置づけ、メモリアルコーナーの作り方や
オープニングイベントに向けての準備などを考え
ます。どなたでも参加できます。
　前半は、昨年にもお話を伺った樹木の活用の専
門家「街の木ものづくりネットワーク」の湧口善
之さんから、樹木を活用する意味や具体的なアイ
デアについて話題を提供していただきました。

　後半は、まもりやまテラスを見学しました。
「オープンキッチンのあるフリースペース」「敷
地の一角を活用した畑」など、花見堂でどのよ
うに活用されるかをイメージしながら、意見交
換を行いました。

第2回参加者数
地域の方10名、区職員5名、事務局6名　計21名
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会場　代田南児童館（代田 1-21-11）
第 4回ミーティング
●樹木観察、意見交換 11月 15日 ( 日）10時～12時
●樹木伐採イベント    11 月 21日 ( 土）10時～12時 会場　代田南児童館（代田 1-21-11）



ミーティングでの質疑応答と主な意見

第2回参加者数
地域の方10名、区職員5名、事務局6名　計21名

Q　「まもりやまテラス」の掃除はどのようにしているのか。
　　A　基本は、利用団体が清掃する。
Q　「まもりやまテラス」体育館のネットの仕切りは、どのような役割があるか。
　A　個人利用タイム（9 : 0 0～17 : 3 0）は、大人と子どもが一緒に使用すると危な

いこともあるので仕切りをしている。使う人同士で仕切りの位置は検討できる。
Q　「まもりやまテラスでは、アルコール飲酒は可能か？
　　A　現在は「まもりやまテラスの会」参加団体が責任を持てる範囲で可能にしている。
＜フリースペースのイメージ＞
・フリースペースはみんなが使う場。いろいろな人が出会う場。
・「まもりやまテラス」は空間がとてもいい。花見堂は窓ガラスが多くて、良い空間に
なることがイメージできた。花見堂にあった樹木をウッドブロックにしてアート的に使
うアイデアは素晴らしい。

・子どもが学習したり、サラリーマンが休憩したりというフレキシブルな場になるといい。
・高齢者がいきなり子どもとは遊べないから、近くで遊んでいる子どもを見て、徐々に
慣れていくような環境にしたい。フリースペースからガラスを通して広場が見えたりす
る環境を活用して、多くの人を巻き込めるといい。

＜スケジュールについて＞
・内装などについて住民が関われるのは素晴らしいと思うが、そのアイデアはいつまで
に決めればいいのか。スケジュールがわからないと切迫感が湧かない。
→専門家｜スケジュールは施設工事の時に調整できると考える。また、予算も厳しい
がそこを逆手にとって、みんなで力を出しあってつくっていくことはできないか。

・オープン後、運営に予算がつくのはわかるが、ハード整備にもつくのか。
→区｜ハードと運営の予算は、同じ事だと思っている。ただし、区が主導するのではな
く、地域のみなさんが主体的に運営している場合という条件はある。
→専門家｜区の予算を期待するだけでなく、たとえば世田谷まちづくりファンドのよう
な助成金を受け、イベント予算としてやることも考えられる。

＜次世代に継ぐ方法＞
→専門家｜本日、伐採した樹木の活用方法（小さなウッドブロックにして壁に飾る、
棚をつくる等）のアイデアを提案した。それらをオープン時に完成させるのではなく、
オープン後も整えていく考え方もある。まもりやまテ
ラスもオープン後 2 年経っているが、現在も試行し
ながら運営している。

・フリースペースは、スペインの建築物「サクラダファ
ミリア」のように、完成しない場所と考えてもいい。
ウッドブロックで壁を飾る体験は、オープン時に体験
した子どもが、数年経った時に次世代の子どもに教
えることで、語り継がれていく。

・施設開設時がゴールじゃない。
＜運営のイメージ＞
・今日参加した人はコアメンバーになるとして、もっと大勢の人々を巻き込んでいかな
いといけない。イベントを活用して巻き込んでいきたい。

・子育て活動をしているグループにも参加してもらい、アイデアをもらえるといい。
・花見堂は児童館もあるので子どもがいることは承知しているが、大人の会合ではアル
コールもありなど、これまでの小学校より自由度のある使い方があると感じた。

ウッドブロックで壁を飾った事例
子どももたくさん参加した
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